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アルコーノレの新しい製造法

友NH孝・中村亦夫・吉弘芳郎
　　　　　　　　渡　邊　鋼　市　郷

　　　　　山本　亮・丸lll　隆

　甘藷を原料とずるアルコール製造法には從來技術

的に問題が多かつた．生澄壷の切下げを目標に，醗

酵について1ま歩留のよい新らしい方法が成果を牧め

さらに蒸溜法も楡討された．これはそれらの中間試

喩研究を退じてえられた結県の記録と解貌である．

第1部　醸

A）　漫厘もろみによる醗酵

酵

　アルコールの生産黄を下げるために，醸酵歩留を下げ

ることなくできるだγ濃厚のもろみて醸酵を行うことが

考えられている・二れはri料1こ知生産費彫響をもつ

燃料を始yとして設備や人件費等を薗了約できるからであ

る．日本ではアノしコーJLの原料として繕蜜がかなり楡入

されているが，甘藷は國産原料のうちで一番重要なもの

である，醸猷原料としての甘藷をみると，水分を除けば

穀類と比して澱歩贋は同程度であるが，窒素源に乏しく

蒸煮もろみの粘度ガ．1ド常に高いためその醸酵は穀類に此

べてむずtJ・しい．．二の甘藷を原料にして濃厚なもろみで

歩留よく醸酵を進めていくことが研究の目的である．

B）從來の方法と新しい方法

　甘藷からアルコーノtを製造する方法にはアミロ法・麹

法酸糖化法魑アミ噺衷法等がある．アミ・注は無

菌操作をとつておるので些留は畏いのであるが，アミロ

菌は液化力が弱いのて熱煮の際鰹酸を加えてやつて（，

甘藷もろみの濃度が一一定以上になると粘度が高くてアミ

ロ菌が繁殖し澱粉質を繕化することができなくなるので

アルコール7，0程度のものしかできない．麩法は麹が

かなりの液化力があるので良いのであるが，麹造りが煩

墳である上に無齢1な操作ができない等の繍がある．

酸糖化法では甘諸もろみの粘度を下げるという二とでは

最も張力な方法て5るが，濃厚な糖化を行うと醸酵阻害

物質ができたり・灘性糖類であ雄糖やグ’・。覗が

分解したり，重合して非醸酵性塘になつたりして歩留が

非常に悪いものである．

　私等は酸糖化法の張い液化力を利用して，しかもその

maを除くためia酸糖化鰯く行つて，　Mみの粘度を

低下さすだけに利用し糖化の不足分を麹の糖化力を利

用する二とにより評軍のもろみてt’留を下げる：となく

frつていくのである．

　基礎實瞼ではOり5n。の騨酸をfL用し，いも粉を液量

の113程度で2氣墜1時岸　煮し，中和の後55℃に冷

却し塒に麹勧llえ・さらi：冷却し3D℃になつた時1二

酒母勃r「える一樋の雛のように55℃に1時蘇つ

という二とはやらないのて糖化槽は不要である．．二の方

法でアtLコーノし振度10．．％以上，配酵渉留85　．09，：，A上の

紺果を得ている．

C）麹製造の改摂

　者遅つ麹の製造は手工業的の所が多く，醸酵も無菌的

に行う二とができないこ囎織を1象いて鰭的．，ヵ、

つ勘揃に秘造る方法とLて最江液雛趣にassさ

れて蟄用化Stiiつつある・二噺究室では液中培養を使

用せず從來の固畦麹をピー’Lの妻芽製五の獲刀罐のよう

な［縛ドノムを使用して叡搬的に製遺することと，その’

操作齢「r一的に行つて熱齢Lを。ることの二つに重黙を

おいた．第1圖のよう磁こ置を1／1三り30℃のir温室で實

験し，二の装置に適する麩およV：もノのUt・回轄速度・

通氣恥灘についてfi－・・，二しf・・このうら通氣量と灘度

fJ　：－eStl’ずかしいことかわゐ・つた・このてき弄麹を無菌

的に砿醇1槽に移すことにflr：廼がちる．

第　1　図

D）　中間試瞼の醗酵裟置

ac置はt’fラーt一トクレープ贋母槽2簡・醸酵
槽2箇・通氣装置・蒸潅塔からできてt／t、る．オ＿トクレ

ープは180t内容の酸糖化飴に使用した中．占品を修理し

たものである．第2圓にみるように二の＋一Fクv一ブ
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は親子になつて

おり，上の小さ

なオートクレー

プは中和用であ

つて，酸糖化が

終つた時にオー

トクV一ブの膣

力を下げずに濃

い石友乳と家に

炭酸石友乳を注

入する装置であ

る・この装置で

中和槽は不用と

なるし無菌操作

が可能となる．

石友乳を最初に

注入するので炭

酸ガスの護生も

なく操作は非常

転塞

に％フくルブ　　L％”バルづ

オートケレ与♂

　　　　　　　　　　　　　第、2図

に圓滑である．オrトクレe・一ブが生蒸氣を吹込む様式に

なρておりドレソが入ることと，機械的麗搾機のないこ

とは濃厚蒸煮には鉄馳であろう．酒母槽・醸酵槽は共に

密閉式になつており酒母槽は501，醗酵槽は2001内

容で外部はジャケットになつており，蒸煮もろみの水冷

却と醸酵中30℃程度の恒温を保つようにバイメタルと

電氣ヒーターが装置してある．麗搾機は酒母楢・醸酵槽

共になく新しい炭酸ガス麗拝を行えるようになつてい

る．これはアミロ法やペニシリソ等の通氣装置と同じ電

のであるが，アルコe…Fル醗酵ではイe一スト製造の時と異

つて室氣を通氣すると歩留が低下するので，醸酵の際生

じfe2E酸ガスをガスタソクに貯藏してこれを血液が髄内

を廻るように循環して使用する．酸糖化法と折衷してい

るtcめもろみの粘度があまり高くないので，この方法は

調子よく行われている．普通の麹法等では機械的麗搾装

置が必要である．今後醸酵槽の一つに機械的麗搾装置を

つけ，炭酸ガス撹i婬と比較したいと思つている．

　以上の装置により酸糖化麹折衷法ばかりでなく，アミ

胃法・液腱麹法等いろいろと組合せた方法を行うことが

可能である．（友田・中村・吉弘・渡蓬）

第2部醜の蒸溜
（抽出蒸溜法による無水エタノt・・■・ルの褻造）

A）共沸蒸溜と抽出蒸溜

“醗からpaタノ｛ルを蒸溜分離する工業は古くから行わ

れ，化學工學的にも比較的よく研究されている；通常の

精溜によつてえられるエタノPルと水の共沸混合物から、

ノ

＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2『多

さらに無水エタノPルを製造する方法についても種々研　　・

究が行われ現在廣く工業化されている．現在工業化され

ている方法はいずれも共沸蒸溜法であつて，脱水剤とし

てはべソゾPtル，トリクロPtエチレン等を用いるのぷ普

通である．エタノールと水の共沸混合物から無水エタノ

μルを製造する方法にはいろいろ考えられるが，経濟的

魏鮎からすれば共沸蒸溜法が最も優れている．しかし共

沸蒸溜法は比較的複雑な装置と操作とを必要とするので

大量でない（例えば當研究所内に設置した申聞試験装置

からえられる程度の量の）醒または含水エタノ’ルから

無水エタノールを製造する場合にはかえつて抽出蒸溜に

よる方が簡輩なこともありうると考えられる．

　共沸蒸溜と抽由蒸溜とはいずれ庵分離すべき各威分の

沸驕が非常に近接しているかまたは共沸混舎物を作り，

通常の精溜では分離できないような混合物系の分離に用

いられる蒸溜法であるが，爾者の相違は共沸蒸溜では混

合物系に新たに添加する分離剖が分離すべき成分のおの

c劉
識

第3図共沸蒸溜による無水エタノ剛ルの製造

おのまナこは全部

と共沸混合物

（主として最低

沸黙共沸混合

物）を作り精溜

塔の頂部から溜

畠するのに封し

抽畠蒸溜に用い

られる分離剤は

分離すべき各成
　　　　　　　共沸混合物
分と共沸混合物

を作らず，かつ

その沸鮎が此較

的高く塔頂から

はほとんど溜出

せずに罐出液と

してでてくる融

脱木剤

第4圖　抽出蒸溜による無水

　　　エタノ噛ルの製造
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にある．これらの相違に基いて爾蒸溜法の特徴，用いる

脱水酎およびその逡澤範園，装置構造，操作法等に非常

な差異が生じてくる．第3および4圖は爾蒸溜法による

無水エタノール製造の要領を簡輩に示したものである．

B）　エタノールの抽出蒸溜に用いる脱水翻の選定

「抽出趨留に用いる脱水剤の選定範園は，共沸i趨留に用

いるそれが非常に限定されているのにi封しかなり幅があ

る．その選揮法についての一般的な基準は現在までの嘘

でばまだ十分解明されていなY・が一悪のめやすとしては

Sc．heibel法，　Mair－Rossini法あるいは活量係歎一液組

威線圖による方法等が知られている．

　混合物系の氣液卒衡におよぼす添加劇の影響は一般に

家の3つに分けて考えることができる・今簡輩のために

混合物系を2成分系にとれば

　（1）添加剤が低沸融成分に易溶で高沸黒賊分！こ難溶な

場合

　（2）添加剤が爾成分に共に易溶な場合．この場合には

爾成分に樹する溶解度の程度の差によつてかなりの幅を’

生ずる．

　（3）添加剤が高沸駝成分に易溶で低沸織成分に難溶な

場合

　上記の3つの場合のうちエタノ仰ル・水共沸混合物の

ように，高沸黙成分の含有率の小さな混合物の共沸蒸溜

に有効な添加劃は（1）に麗し，抽出蒸溜に有効なもの

は（2）および（3）に属する庵のであると考えられる．

しかし後者に麗するものでも純低沸黙成分の分離特に．

共沸混合物からのそれの分離には（2）に屡するものの

方が効果が大きいと考えられ　（3）に屡するものは低沸

黙成分の濃度が小さい範團では混合液に樹する溶解度が

大きいために効果が大であるが，高濃度になるに從つて

溶解度が減少するので無水エタノ・・ル製造のような場合

には効果が少いと考えられる．

　抽出蒸溜によつてエタノ・・一ルー水混合物から無水エタ

ノールを製造する際の脱水齊∬には適當なものがあまり多

くなく，實際にはアルコeル類以外には工業的にみて有

塑そうなものが見當らない．各種ブルコール類のうち水

と共沸混合物を作らない程度の沸貼（約160℃以上）を

有するものについて，前記の3分類に從つて脱水剤とし

て有効らしく思われるものを求めてみると結局2便アル

コt…ルのエチレソグリコ”ル，3便アルコ門ルのグリセ

リシの二つ以外には差當り思わしいものが見當らない．

C）氣液平衡組成の測定法

　氣液卒衡組成は平衡蒸溜器を用いて溜出液と罐出液の

組成を測定して求める．卒衡蒸溜器は最もよく知られた

Othmer氏型のほか正確な値を測定するために多種多様

の型式のものが提案されているがおのお㊧一長一一fiがあ
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る．著者等はOthmer．氏型を改良したものとCo’burre・

氏型の二つを用いた．

D）腕永剛の効果と貿用化への見透し

　腕水剤としてエチレソグリ＝’一ルとグリセリソをおの

おの30　mol　％の濃度で添加したときのエタノールー水

系の氣液季衡組成圖を窮5圖に示した・圖か6みられる

ように爾翻共エタノール濃度の高いところでは有効で

あるが，低濃度の範園では効果が少い．このことは次に

述べる無機騨の影響と反野である．又エチレソザリコー

ルゐ効果はグリセソのそれに比ぺてかなり小さい．すな

わち添加量が30mol％で喝まだ共沸混合物がなくなウ

ていない．

　〃ク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エタノF綱ノレー

ミ紹　　　　　　　は60・m。’％以
Pt　50

　”　　　　　　　　　　　　　　　て考えるとグリ

…叢三驚撫難鷺
　　　　　水剤の影響　　　　　れる・

　E）エタノールー水系の氣液準衡におよぼす

　　　　無機睡の影饗

抽出蒸溜の分離剤としては常温で液艦のものが望まし

いから，無機塞はこの場合の脱水剤としては好ましくな

い：しかしB項にのぺた分類の（3）に屡する固髄物質

は有機，無機化合物共に比較的多く，またこれらの物質

がエタノールー水混合液に溶解した液からエタノt－一ルを

回牧したい場合がしばしばある．このような場合これら

の物質の存在が氣液鞭に如何なる影響を興るがを藪

種の無機睡について調べてみた結果，いずれもエタノー

，膿度の低い範園では極め七顯著な効果を有するが高濃

度になると影響は小さくなり，共沸混合物の組成1こはほ

とんど攣化をおよぼさないことと，その効果は水に饗す

る溶解度が大きい物質ほどいちじるしいことがわかつ

ナこ．從つてもしグリセリソにB項の分類（3）に属する

適當な物質を混合した溶剤を用いると一暦効果が大とな

ること電豫測される・（山本・丸山）

むすび

　以上爾部門とも未完成でばあるが仕事の概要を簡箪に

1溌明しナ乙　（1952・　5・　12）
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